
兵庫県後期高齢者医療広域連合特別職の職員の議員報酬及び報酬並びに費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

  令和８年２月１７日 

兵庫県後期高齢者医療広域連合長 酒 井 隆 明   

兵庫県後期高齢者医療広域連合条例第３号 

兵庫県後期高齢者医療広域連合特別職の職員の議員報酬及び報酬並びに費用   

弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

 兵庫県後期高齢者医療広域連合特別職の職員の議員報酬及び報酬並びに費用弁償等に関

する条例（平成１９年兵庫県後期高齢者医療広域連合条例第６号）の一部を次のように改

正する。 

第１条中「第２９２条の規定」を「第２９２条」に、「第２０３条及び第２０３条の２

の規定に基づき、特別職の職員で非常勤のもの（以下「特別職の職員」という。）の議員

報酬及び報酬並びに費用弁償の額及びその支給方法について、他の条例に特別の定めがあ

るものを除くほか、」を「第２０３条第４項の規定に基づく議員報酬及び費用弁償並びに

法第２０３条の２第５項の規定に基づく報酬及び費用弁償の額に関し」に改める。 

第２条中「特別職の職員」を「者（以下「特別職の職員」という。）」に改め、同条第

４号中「第２９２条の規定」を「第２９２条」に改め、同条に次の１項を加える。 

２ 特別職の職員に対し支給する議員報酬及び費用弁償並びに報酬及び費用弁償の額に関

しては、法令又は他の条例に特別の定めがある場合を除くほか、この条例の定めるとこ

ろによる。 

第３条第３項中「前条第５号」を「前条第１項第５号」に改める。 

第４条第１項中「は、鉄道賃、船賃、航空賃、車賃、日当、宿泊料及び食卓料とする。

ただし、片道２００キロメートル未満又は兵庫県内の旅行の場合における日当は支給しな

い」を「及び額は、兵庫県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条例（平成１９

年兵庫県後期高齢者医療広域連合条例第１４号）の規定を準用する」に改め、同条第２項

を次のように改める。 

２ 前項における特別職の職員の級は、次のとおりとする。 

(1) 第２条第１項第１号から第３号までに掲げる者 １級 

(2) 第２条第１項第４号及び第５号に掲げる者 ４級。ただし、広域連合長が特に必要

と認める場合には、予算の範囲内において広域連合長が定める額とする。 

 第４条第３項を削る。 

別表を次のように改める。 

別表（第３条関係） 

区分 議員報酬及び報酬（日額） 

広域連合長 報酬は、支給しない。 



 

副広域連合長  

議会 

 

議長 １５，０００円 地方公共団体の常勤の

職を兼ねる者について

は、議員報酬及び報酬

は支給しない。 

副議長 １２，０００円 

議員 １０，０００円 

選挙管理委員会委員 ５，０００円 

監査委員 ５，０００円 

附属機関の委員等 １０，０００円 

第２条第１項第５号の

非常勤の職員 

予算の範囲内において

広域連合長が定める額 

附 則 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。 


